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老
人
福
祉
法
の
施
行
が

老
人
ク
ラ
ブ
の
広
が
り
を
後
押
し

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
在
住
で
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
方
が
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す
る
自
主
的
な
組
織
で

す
。
旅
行
や
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
手
芸
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
。

現
在
、
市
内
に
は
22
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

１
４
１
９
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
地
域
の
老

人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
人
は
、「
武
蔵
野
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
武
老
連
）」
に
自
動
的

に
所
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
組
織
体
制

と
し
て
は
、
武
老
連
の
上
に
東
京
都
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
（
東
老
連
）、
そ
の
上
に
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
あ
り
ま
す
。

　

武
老
連
の
会
報
誌『
市
老
連
だ
よ
り（
現
・

武
老
連
だ
よ
り
）』
の
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
３
月
発
行
号
に
掲
載
さ
れ
た
東
老
連
指

導
員
・
大
本
英
一
さ
ん
の
講
演
録
に
よ
れ

ば
、「
日
本
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
数
は
ア
メ
リ

カ
に
次
い
で
多
い
」
と
の
こ
と
。
昭
和
28

（
１
９
５
３
）
年
、
東
京
都
の
新
宿
生
活
館

内
に
設
立
さ
れ
た
「
新
宿
生
活
館
老
人
ク
ラ

ブ
」
が
東
京
都
初
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
さ
れ
、

「
当
時
の
ク
ラ
ブ
の
数
も
東
京
で
百
そ
こ
そ

こ
あ
っ
た
」
と
い
い
ま
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、

武
蔵
野
市
内
で
最
初
に
で
き
た
老
人
ク
ラ

ブ
「
ム
サ
シ
ノ
長
生
会
」
の
設
立
は
昭
和
32

市
部
へ
の
人
口
流
出
が
続
き
、
核
家
族
化
が

進
む
中
、
家
庭
内
で
の
高
齢
者
介
護
が
難
し

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
高
齢
者
問

題
を
解
決
す
る
た
め
の
法
律
と
し
て
老
人
福

祉
法
は
制
定
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
法
律
は
、

高
齢
者
の
生
活
の
安
定
や
健
康
維
持
を
基
本

理
念
と
し
て
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
分
の
生

き
方
が
選
択
で
き
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
自

立
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
し
た
。
武
老
連
の
理
念
も
、
基
本
的
に

は
当
時
の
老
人
福
祉
法
に
の
っ
と
っ
た
も
の

だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

当
時
の
熱
気
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る

『
武
老
連
だ
よ
り
』
の
誌
面

　

武
老
連
で
今
も
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る「
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」に
つ
い
て
、

『
市
老
連
だ
よ
り
』
の
昭
和
55
（
１
９
８
０
）

年
11
月
発
行
号
に
こ
ん
な
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。
見
出
し
は
「
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会　

八
百
名
の
熱
戦
」。
大
野
田
小
学
校
で

行
わ
れ
た
第
５
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
「
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
八
百
余
名
の
仲
間

が
参
加
し
大
盛
況
で
し
た
」
と
書
か
れ
、
掲

載
さ
れ
た
写
真
か
ら
も
熱
気
が
十
分
に
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
武
老
連
の
活
動
の
大

き
な
目
玉
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
年
一
回
開

武蔵野ヒストリー武蔵野にまつわる歴史を
楽しみながら学ぶ

老人クラブ連合会 60年のあゆみとこれから
市内の老人クラブを取りまとめる「武蔵野市老人クラブ連合会」が令和6（2024）年で創立60周年を迎えました。
昭和の高度経済成長期から平成、令和へ、高齢者の仲間づくり、生きがいづくり、健康づくりを支えてきた

活動の歴史を振り返りながら、その役割や価値を改めて見つめてみましょう。

（
１
９
５
７
）
年
。
武
老
連
『
二
十
五
年
の
あ

ゆ
み
』
に
よ
れ
ば
、「
戦
後
初
め
て
東
京
都

新
宿
生
活
館
内
に
都
営
で
創
設
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
市
内
の
篤
志
家

が
発
案
し
有
志
一
〇
人
が
発
起
人
と
な
り
、

一
二
〇
名
の
賛
同
者
を
得
て
」
発
会
し
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
本
さ
ん
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
と

し
て
、「
仲
間
作
り
が
で
き
る
こ
と
、
物
を

作
る
喜
び
、
知
る
喜
び
、
健
康
管
理
の
喜

び
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
老

人
ク
ラ
ブ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
に
「
老
人
福
祉
法
」
が
施
行

さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
武
老
連
が
創

立
さ
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
老
人
福
祉
法
が
施

行
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

の
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
、
日
本
は
戦
後
の
復
興
を
遂
げ
、
高

度
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
。
地
方
か
ら
都
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催
さ
れ
る
「
芸
能
文
化

祭
」
で
す
。
各
老
人
ク

ラ
ブ
が
カ
ラ
オ
ケ
や
コ

ー
ラ
ス
、
踊
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
を
ホ
ー
ル

の
大
舞
台
で
華
麗
に
披

露
す
る
ほ
か
、
手
芸
や

書
な
ど
の
作
品
展
示
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
芸
能
文
化
祭
が
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、

『
武
老
連
だ
よ
り
』
を
ひ
も
と
く
と
、
昭
和

61
（
１
９
８
６
）
年
３
月
発
行
号
に
「
第
一

回
芸
能
文
化
祭
開
く
２
月
21
日
（
金
）
市
民

文
化
会
館
」
と
い
う
見
出
し
を
発
見
し
ま
し

た
。
記
事
に
は
「
余
寒
き
び
し
い
と
は
い
え
、

会
場
内
は
会
員
の
た
ぎ
る
ば
か
り
の
熱
気
で
、

開
会
前
か
ら
ム
ン
ム
ン
」
と
記
さ
れ
、「
詩
吟
、

民
謡
、
日
舞
、
コ
ー
ラ
ス
等
々
二
六
ク
ラ
ブ

の
競
演
が
ク
ッ
キ
リ
描
く
照
明
と
カ
ラ
オ
ケ

が
見
事
な
調
和
で
披
露
さ
れ
、
終
演
ま
で
息

を
も
つ
か
せ
ぬ
勢
い
で
、
場
内
は
声
援
、
拍

手
が
鳴
り
や
ま
ず
」
と
会
場
の
熱
気
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

作
品
展
示
に
つ
い
て
も
「
そ
の
内
容
と
層

の
厚
さ
に
、『
一
日
で
終
わ
る
の
は
惜
し
い
』

の
声
や
、〝
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
か
、
即
売
を
〟
の

励
ま
し
の
声
も
聞
か
れ
」
と
あ
り
、
第
1
回

か
ら
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は

地
域
と
の
関
わ
り
や

支
え
合
い
を
育
む
場

　

令
和
６
年
７
月
19
日
、
武
老
連
の
創
立

60
周
年
記
念
式
典
が
市
民
文
化
会
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
武
老
連
会
長
の

木
川
憲
子
さ
ん
は
記
念
誌
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
設
立
当
時
、
５
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

１
０
２
１
人
が
平
成
６
年
に
は
30
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
３
８
０
６
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
現
在
22
ク
ラ
ブ
、
１
４
１
９
人

と
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

８
ク
ラ
ブ
が
解
散
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、

会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
魅
力
あ
る
組
織
に
成

る
べ
く
活
動
を
し
、
会
員
増
強
や
後
継
者
の

育
成
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
数
と
武
老
連
の

会
員
数
は
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
ご
ろ

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

す
が
、
木
川
さ
ん
に
後
日
お
話
を
聞
く
と
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
や
武
老
連
の
活
動
と
し
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
が

目
的
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
隣
近
所

の
方
々
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

今
、
日
ご
ろ
か
ら
関
係
性
を
築
い
て
い
れ
ば
、

例
え
ば
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
も
、

『
あ
そ
こ
の
家
の
〇
〇
さ
ん
、
大
丈
夫
か
な
』

と
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
く
災

害
発
生
時
に
は
自
助
・
共
助
が
大
切
だ
と
言

い
ま
す
が
、
自
助
・
共
助
・
近
所
で
す
よ
ね
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
増

や
し
て
お
く
こ
と
で
、
連
帯
感
や
支
え
合
い

が
育
ま
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
そ
う
し
た

役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
定
年
退
職
し
た
男
性
は
、
そ
れ
ま

で
あ
ま
り
縁
が
な
か
っ
た
地
域
の
方
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
自
分
の
住
む
地
域
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性
が
81
・
０
９
年
、
女
性
が
87
・
１
４
年
、

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
の
健
康
寿
命
は
男

性
72
・
６
８
年
、
女
性
75
・
３
８
年
と
い
ず

れ
も
延
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
高
齢

者
数
は
３
万
３
５
３
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す

（
令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
）。
い
か
に
人
と

触
れ
合
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
長

生
き
す
る
か
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
で

す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
武
老
連
の
活
動
に
は
よ
り
一
層
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
60

年
続
い
て
き
た
武
老
連
の
活
動
の
歴
史
を
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
紡
い
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。

参考文献／『武老連だより（市老連だより）』、『武蔵野開村百年記念 武蔵野市老人クラブ連合会二十五年のあゆみ』ほか 取材・文／さくらい伸

▲『市老連だより』昭和56年3月
発行号より

▲シルバースポーツ大会の熱気を伝える
『市老連だより』昭和55年11月発行号

▲第１回芸能文化祭の様
子を伝える『武老連だよ
り』昭和61年3月発行号▲武老連会長木川憲子さん
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老
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祉
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の
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行
が

老
人
ク
ラ
ブ
の
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が
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を
後
押
し
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人
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、
市
内
在
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で
お
お
む
ね
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以
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の
方
が
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
す
る
自
主
的
な
組
織
で

す
。
旅
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や
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
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ス
、
手
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、

軽
ス
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な
ど
、
活
動
内
容
は
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ま
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ま
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現
在
、
市
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に
は
22
の
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が
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、

１
４
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９
名
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が
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す
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野
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９
５
３
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。
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ー
ツ
大

会　

八
百
名
の
熱
戦
」。
大
野
田
小
学
校
で

行
わ
れ
た
第
５
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

は
「
こ
れ
ま
で
の
最
高
の
八
百
余
名
の
仲
間

が
参
加
し
大
盛
況
で
し
た
」
と
書
か
れ
、
掲

載
さ
れ
た
写
真
か
ら
も
熱
気
が
十
分
に
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
武
老
連
の
活
動
の
大

き
な
目
玉
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
年
一
回
開

武蔵野ヒストリー武蔵野にまつわる歴史を
楽しみながら学ぶ

老人クラブ連合会 60年のあゆみとこれから
市内の老人クラブを取りまとめる「武蔵野市老人クラブ連合会」が令和6（2024）年で創立60周年を迎えました。
昭和の高度経済成長期から平成、令和へ、高齢者の仲間づくり、生きがいづくり、健康づくりを支えてきた

活動の歴史を振り返りながら、その役割や価値を改めて見つめてみましょう。

（
１
９
５
７
）
年
。
武
老
連
『
二
十
五
年
の
あ

ゆ
み
』
に
よ
れ
ば
、「
戦
後
初
め
て
東
京
都

新
宿
生
活
館
内
に
都
営
で
創
設
さ
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
市
内
の
篤
志
家

が
発
案
し
有
志
一
〇
人
が
発
起
人
と
な
り
、

一
二
〇
名
の
賛
同
者
を
得
て
」
発
会
し
た
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
本
さ
ん
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
と

し
て
、「
仲
間
作
り
が
で
き
る
こ
と
、
物
を

作
る
喜
び
、
知
る
喜
び
、
健
康
管
理
の
喜

び
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
老

人
ク
ラ
ブ
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
に
「
老
人
福
祉
法
」
が
施
行

さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
助
成
金
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。
武
老
連
が
創

立
さ
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
老
人
福
祉
法
が
施

行
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

の
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
、
日
本
は
戦
後
の
復
興
を
遂
げ
、
高

度
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
。
地
方
か
ら
都

11

催
さ
れ
る
「
芸
能
文
化

祭
」
で
す
。
各
老
人
ク

ラ
ブ
が
カ
ラ
オ
ケ
や
コ

ー
ラ
ス
、
踊
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
な
ど
を
ホ
ー
ル

の
大
舞
台
で
華
麗
に
披

露
す
る
ほ
か
、
手
芸
や

書
な
ど
の
作
品
展
示
も

併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
芸
能
文
化
祭
が
い

つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
、

『
武
老
連
だ
よ
り
』
を
ひ
も
と
く
と
、
昭
和

61
（
１
９
８
６
）
年
３
月
発
行
号
に
「
第
一

回
芸
能
文
化
祭
開
く
２
月
21
日
（
金
）
市
民

文
化
会
館
」
と
い
う
見
出
し
を
発
見
し
ま
し

た
。
記
事
に
は
「
余
寒
き
び
し
い
と
は
い
え
、

会
場
内
は
会
員
の
た
ぎ
る
ば
か
り
の
熱
気
で
、

開
会
前
か
ら
ム
ン
ム
ン
」
と
記
さ
れ
、「
詩
吟
、

民
謡
、
日
舞
、
コ
ー
ラ
ス
等
々
二
六
ク
ラ
ブ

の
競
演
が
ク
ッ
キ
リ
描
く
照
明
と
カ
ラ
オ
ケ

が
見
事
な
調
和
で
披
露
さ
れ
、
終
演
ま
で
息

を
も
つ
か
せ
ぬ
勢
い
で
、
場
内
は
声
援
、
拍

手
が
鳴
り
や
ま
ず
」
と
会
場
の
熱
気
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

作
品
展
示
に
つ
い
て
も
「
そ
の
内
容
と
層

の
厚
さ
に
、『
一
日
で
終
わ
る
の
は
惜
し
い
』

の
声
や
、〝
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
か
、
即
売
を
〟
の

励
ま
し
の
声
も
聞
か
れ
」
と
あ
り
、
第
1
回

か
ら
大
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
は

地
域
と
の
関
わ
り
や

支
え
合
い
を
育
む
場

　

令
和
６
年
７
月
19
日
、
武
老
連
の
創
立

60
周
年
記
念
式
典
が
市
民
文
化
会
館
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
武
老
連
会
長
の

木
川
憲
子
さ
ん
は
記
念
誌
の
あ
い
さ
つ
の

中
で
、「
設
立
当
時
、
５
ク
ラ
ブ
、
会
員
数

１
０
２
１
人
が
平
成
６
年
に
は
30
ク
ラ
ブ
、

会
員
数
３
８
０
６
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
こ
と
に
現
在
22
ク
ラ
ブ
、
１
４
１
９
人

と
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

８
ク
ラ
ブ
が
解
散
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
、

会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
魅
力
あ
る
組
織
に
成

る
べ
く
活
動
を
し
、
会
員
増
強
や
後
継
者
の

育
成
な
ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
数
と
武
老
連
の

会
員
数
は
、
平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
ご
ろ

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

す
が
、
木
川
さ
ん
に
後
日
お
話
を
聞
く
と
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
や
武
老
連
の
活
動
と
し
て
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
が

目
的
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
隣
近
所

の
方
々
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

今
、
日
ご
ろ
か
ら
関
係
性
を
築
い
て
い
れ
ば
、

例
え
ば
地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
も
、

『
あ
そ
こ
の
家
の
〇
〇
さ
ん
、
大
丈
夫
か
な
』

と
声
を
掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
く
災

害
発
生
時
に
は
自
助
・
共
助
が
大
切
だ
と
言

い
ま
す
が
、
自
助
・
共
助
・
近
所
で
す
よ
ね
。

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
増

や
し
て
お
く
こ
と
で
、
連
帯
感
や
支
え
合
い

が
育
ま
れ
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
は
そ
う
し
た

役
割
も
担
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
定
年
退
職
し
た
男
性
は
、
そ
れ
ま

で
あ
ま
り
縁
が
な
か
っ
た
地
域
の
方
と
触
れ

合
う
こ
と
で
、
自
分
の
住
む
地
域
を
知
る
き

っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

　

厚
生
労
働
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

男
性
が
81
・
０
９
年
、
女
性
が
87
・
１
４
年
、

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
の
健
康
寿
命
は
男

性
72
・
６
８
年
、
女
性
75
・
３
８
年
と
い
ず

れ
も
延
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
高
齢

者
数
は
３
万
３
５
３
４
人
と
な
っ
て
い
ま
す

（
令
和
６
年
８
月
１
日
現
在
）。
い
か
に
人
と

触
れ
合
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
康
で
長

生
き
す
る
か
は
、
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
で

す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、
老
人
ク
ラ
ブ

と
武
老
連
の
活
動
に
は
よ
り
一
層
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
60

年
続
い
て
き
た
武
老
連
の
活
動
の
歴
史
を
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
紡
い
で
い
き
た
い

も
の
で
す
。
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